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ストーリ 瑠可のモノローグ

「君はあの時 心に決めたんだな これから先 何があっても 命を懸けても

美知留を守るって」
タケル

美知留、知っている？
人は人傷ついて．．．

弱虫．．．
私と宗佑．．．
．．．宗佑に決めたんだ。
苦しいよ．．．美知留、
私は負けた。

弱虫は美知留じゃない、自分だ。
心の中に、誰にも知らないの秘密がある。
誰にも本当の自分を知らない、実は自分の体が嫌い。
そして今は大切な人が失うて。
強くなりたい、強くなる

「強い」言って、違うだ、美知留。
私はあなたの事を守るて出来なかったから。

美知瑠、どうしてあいつに帰っ来る？
あの日、私は宗佑と始めに会った、病院の中で、見た。
宗佑がドアに入る時、あなたの必死の顔。怖かったでしょう？
あなたの不安を感じてた。
宗佑があなたにしてるの、これは絶対に愛じゃないよ！
でも美知留は．．．
宗佑も、 何も変わってない。

分からない、なんで誰が美知瑠ちゃんに傷ついて出来る？
この優しい顔で、ステキの笑うで、と無心の目て．．．
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あいつが大嫌い！

高校時代、
私達はいつも一緒にだった。
あなたはお母さんと一緒に東京に出た時、
私は寂しかった。一番の願いは美知瑠ちゃんと会う事だった。
四年間待ってた。あの時の後で、始めて会って、あなたはとても幸せそうで、
そしてとても悲しそうだった。

「これからもずっと友達でいてくれる？」美知瑠、覚えてる？
この晩、私はすごく嬉しかった。辛くても美知留け幸せと思ってた。

私はあなたの事に心配してるのを止める。
だった美知瑠は自分に決めた。

今、私は何も出来ないの、負けたから。
心の中で、正しい答えを知ってる。
美知留はまだ宗佑に愛してるの、でも私は．．．
悲しいけど、でもしょうがない

自分で分かるけど、
最後には、傷をついてたのは自分だ。
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